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開設の⽬的・概要　等

パーキンソン病はドパミン神経細胞の変性脱落と、レヴィ⼩体と呼ばれる凝集体の形成が病理学的特徴である。現在治療は不⾜したドパミンを補う対症療法が中⼼である。最も有効な治療薬はLドパであり、1970年代に開発さ
れた薬であるが、この薬を凌駕する治療薬は未だに無い。Lドパは好パーキンソン病作⽤に優れ、早期の患者は病気が発症する前の状態に近いところまで回復するが、進⾏期になると有効性が安定せず、ジスキネジアと呼ばれる
不随意運動や薬の効果が切れる時に⽣じるオフ現象が⽣じるなど万能ではない。また、Lドパは運動症状に対しては優れた改善効果を⽰すが、認知症、不安、鬱、⾃律神経機能障害などの⾮運動症状の多くには効果が乏し
い。そのため、ドパミン系以外の対象療法、神経変性脱落を抑制する疾患修飾薬の開発は喫緊の課題である。そこで本研究講座では新規⻑時間型レボドパの開発、疾患修飾療法の開発の礎を築く事を⽬標とする。
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